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最近測定書れた北海道の

火山清動に関連する且遁C年代狽蟻定

放射性炭素豆4Cはよる年代測定紀ついては本紙五33

号に一色技官ら,によってその原理基礎的仮定の検討

試料の前処理測定法の解説淋行なわれあわせてw例

の測定結果が報告された｡北海道においてもギ地域

地質調査研究事業Jのひとつとしておもに火山情動に

関連する量唾｡年代測定が行なわれてきた.以下にその

結果を報告する.測定ほすべて学習院大学理学部化学

教室木越邦彦研究室で行なわれたもので勘蕎曲測定

条件については前記王33号の記事を参照奮れ紬･由

測定の労をとられた学習院大学木越邦彦教授紀お礼申

し上げる.

測定結果は次の順序で記載する.

①採取地

②産状および測定試料

③採取年月および採取者

④測定番号

⑤測定値

⑥発表されたRadiocarbon諸の巻数と注記

⑫測定意義と結果の検討

支笏カルデラ(1)

①苫小牧市業冷御前水分岐､煮から東へ約餐00鮒

遺遺北側の土砂取揚(42竈蝸偲"N王姐償4帥砂賞)

②支笏軽石流堆積物中の炭化木片

､∵∵

⊥_｣＼

∴∵

欝

佐灘

③螂5年遂月佐藤博之および曾星竜典

④G荻イエ3

⑤31,900±1,700y.B.P｡

⑥榊ユ｡9事長｡姻

⑦支笏カルデラ(4)で一括

博之

フ､

位置図

支封カルデラ(婁)

①支笏カルデラ(1)に同じ

②支笏降下軽肩堆積物玉串の化看林をなす炭化木片

③支笏ガルデ列ユ)に同じ

④G砥一714

⑤32,刎0±2,000y,B.P.

⑥支笏カルデラ(五)に同じ

支笏カルデラ(3)

1±やきたしもあ艀も

①早来町下安乎安平川紀沿う農道で神社の真南約

900mに勤る農家の裏(遂ガ4418"N141.48133価)

②下安平層最上部の泥炭その上位紀は笈笏降下火出砕

屑物が累重する

③支笏カルデラ(1)に同じ

④Gak-712

⑤29ヨ箆00±600y.B.P.

⑥支笏カルデラ(1)に同じ

支笏カルデラ試料採取位置図

A:(i)および(2)B;(3)C:(4)�
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義歳め

｡:糠前火山灰ε溺姦:

Sp岱二支鏡軽看彰琵擁饗薫物

立雑駁艦

樽就火ゆ災δ鰯慧:薦塵大凶灰層

勤舷:薫鱗降下軽着艦鏡物憂

支笏釣ルデ脅(尊)

⑪苫小牧地区地下構造調査試錐A孔(批鮒30"N

エ4ズ38惚"亘)

②支笏火山噴出物直下の泥炭深度鋤｡隻0孤海水準

下38.45弧

③1966年9月地質調査所庵周地質部産業地質課

④Gak-1694

⑤29重900±900篶B}.

⑦支笏カルデラ(1)と(2)は同一地点において採取され施

ものである.この笈個の測定値は測定誤差の艶麗

でほとんど一致しがつ野外における層序とも矛盾し

ない.また支笏降下軽石堆積物王の降下直後紀支

笏軽石流堆積物湯頓出したとの勝丼(工螂)の推定を

裏ずけるものである自なお支笏勿ルデラ(2)と岡一

層準である支笏降下軽看堆積物五から産した化有林を

なす炭化木片については有狩低地帯研究会(螂餐)

笈鑑隣γ鰹孫搬麟鞠隻弗硲椛霜撚

鷺夢ツ泰輯に捌鳩支笏降下火山砕

属物

ポ繰煎火ゆ豚養鰯

獲:麓鷹幼王恢畷

勤ぞ藍玉1裳蟻降下鰺須堆稜物三

婁1蒐甥降下縫煮鑓穰勧蔓

護:義嬢⑳階下縫葛堆瀦物

遂1銚玉露

(麟舞王9鵠)

護小牧地陵

地下構遺試錐A孔の柱

状図(騒原峨?原鰯)

海籔ア85…

推苗火山灰

海氷拳

釘1

籍｡璃層

瀦止

崇I補舳辞濁幼

災狛900±鰍)

㌻艀

的'､

∴

によって･ら…士蓋1鮒服(･姑･･)と雛さ

あるのは岬㎜五｡e別工の誤記と考えられる)が両

者は非常ぽよく一致する.

支笏カルデラ(3)と(毎)ほ陸上と地下との違いは亭るカざ

かの検討が

今後必要であると考えられる.�
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禰鋪簿災繋繋鐙

滋彩騒滋翻夢翻

壌

籔鱗婁幾耽爽

炎鑑擦藩溺蔑

擬駒

郷鎌銘婁禰鏑嬢

霜瀦蟻麟働嚢

衆郡:沫蹄

ζ

試料採取位置図

樹蹴

潟餓縫竃妻嚢総磁翰髪

瀦疑繊衆測漢

籍饗幾泌鍍

縛鷲簿

縫鷲徽繊餓滋

試祭騒簸地点柱状関

澗飽カルデラ

①有珠郡伊達町長流虻田から国道が長流川平野に下る

左手の大きな切割り(42.29127"N140.4蝸4"E)

②王965年祭月像藤博之および曾屋竜典

③洞爺軽石流堆積物凄直下の泥炭中にある木片

④G荻一868

⑥蝸垂遂⑪o棚｡oチ｡適正

⑥榊1.9,P.49

⑦洞爺軽石流堆積物2は洞爺ガルデ列軸来する軽着流

堆積物のうちもっとも若いもの&考免られ蕃宙一試

料の採取された崖は現在では金網でお潟われており

観察は不可能である･湊(1966)は同一地点のおそ､

らく同じ層準から産したと考克られる木片について

13,900±250y･B･P.(Gak-521)の測定値を発表し

洞爺カルデラからの軽石流秘洪積世末薬の時期である

とのかねての主張の裏ずげとしだ｡

なおDEL工BR岨se重｡刻.(1965)は鳩鋤年に不細嘔鮒

によって採取された試料として11亘S20±遂0⑪y.鷲巾R

(S餐一244)の測定値を発表している宙原文は肌航･

属斜騰豹ル苧讐(葦)

①網走帝音根内東7線農道の切り割り(鵡自鮒鵡,ポN

エ銘蘭蜘慨拶滋)

②屈斜路軽宥流堆積物夏に含凄れる炭化木片

③亙§鑓隼餐月佐藤博之

④G敏一難6

⑤鋤･士婁;888剛

災酬妻灘斜鰯幻紅

ダ夢ω潟よび㈱

の彼蟹

⑥榊工.籔､黛.螂

②屈斜踏勿ルデラ(3)で一緒.

⑥29事400±エ,800y.遣｡見�



一33一

､

オ

菓

茅

農彗覧脇博盲

麗麗舳蝸

州一■巾竃細虹欄

皿㎜糺脇湘

匡葦ヨ鵬

鰯麓馴歩強歳血潔国事連盟上τ冊値梗

鰯斜踏党ル繋㌘(3)

①斜里郡小清水町小清水基点から東藻琴へ通じる道路

の約2.5㎞韮地点勝井1佐藤(1963)のL◎c.醐3

(43湖140.5"N脳竈26惚､6個)

②屈斜路軽石流堆積物孤直下の炭化紬木片

③屈斜賂カルデラ(五)に同じ

④G荻一8打

⑤>33,900y五P､

⑥vol.9,P,49

⑦屈斜路カルデラに由来する火山砕層流堆積物は北方

のオホｰツク海に面した合地でエ◎層認められる｡そ

の最上位の2層について測定慈れ花(エ)と(3)とは層序

的に矛盾しない･ま花最上位の屈斜路軽着流堆積

物置か美幌面をおお簑ことを裏ずけている｡

釧路市内で釧路段丘上紀ある屈斜路軽有流堆積物は

北方における最上位の屈斜路軽着流堆積物至に前後す

るものと考えら寿㌃た秘(閲鵬チエ藪66)狽リ定され淀結

果はほぼ蒲足されるべ慈である中

細満浦'loo皿

臓

川

｡2o皿

屈斜路火山砕層流堆穣

ポ淋事物累重の1例

(勝井佐藤1963)

阿霧釣ルデラ

①阿寒郡鶴居村中雪裸一中幌呂閥闘鍋遠路の中震裡市

街から約2｡狐m(遂3宵五4N1坐蘭淑鋤価)

②阿寒溶緒凝灰岩下部の非溶結部串に含塞れる炭化木片

③工9蘭年10月佐藤博之

④G出一869

⑤>31言500y.B正.

⑥voL9.p.4914約8'22"WLc獺墨は⑪に訂正

阿寒勲汐率繁幻搬彩と斌料擬撤位驚(淀郷)�
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雌､鰯幾矯亨

脳瞳撞蓑理総塵轟龍著

諸

鈴

チ

ラ

形

蔵

潮

繊嚢

溺

爽選

ぬ鷲

滋鴻

繊蓄

鱗靱

蓬

潟

2㌻

;二@二

鶴亀綴鍍爽独族

荻亀綱轍爽泌豚

玉置ヨ㌢鋤愛妻顯寧濠､澄害

鵜麓鯛繊災泌腿

雛鰐纏一竃災ぬ荻溺

摩周火山X印は試料採集位置

②地質調査の緕果から阿寒カルデラの形成は屈斜路カ

ルデラ形成以前と維定されていたが(佐藤1965)

測定結果はそれと矛盾しない.

簿潟火山

も乾尊凍吻

⑪弟子屈阿最栄利別道路分岐点から酉へ約姦由黛湿鍍

別州の河岸段丘は農道か上蕃切り割り(鯛籔脈逆9穿N

独盗㌻442海鼠)

②摩周火山成層火山形成期の火閑恢中の沃褐亀細粒火

山灰直下にある炭化細木片

③エ963年γ肩佐藤博之

④G砥一8郷

⑤瓜鰯肚鵬｡y.遷｡P苗

代は6主460±王3⑪災思正(G荻一幽7)孤90±230y.B.P.

(G北一滋8)の凄例が知られているヨ歩測定値によ

って雄阿寒火山と購周火{の形成年代についての資料

が得られた吉

灘州あルデ等

①葬部郡森町有禽本看禽駅から国道沿いに北へ約800

狐の園遣工薄切り割り(狸蝸8伽螂蛯鮒五餐惚)

②濁川軽有流堆積物申に含まれる炭化木片

摩周火山橡屑物の鐘状鰯

左:標準柱状図右:試料撰集螂ζ捌泌棲獣鰯�



一35一

発ダタズレ締

｡-2～

濁川勇汐デラ浅郷は隷料繰集位置

輻醐働峨我鑓磐

国勢義央樽淡鋤藩

}㎜一田幾鱗

蔵ぬ外捻山〇二〕簸㍑閑滋銘砦

渓隷勲綴煽鍍騒

婁

溶錬錐

＼

渡島大島人凶の地質灘(麟弗義灘原懸笈u榊王962から)

調査からの期待値にくらべて著すぎる｡軽宥流堆積

物と段丘との関係についてさらに調査の必要がある.

漉鶴犬臨火出

①渡島大島ヤ亨セ泊(姐自30戸N工39邊2⑪慨価)

②西山噴出物初期泥流申の小枝

③蝸7年7月勝丼義雄および佐藤博之

④G荻一王604

⑤760打0y五R

⑫渡島大島火山は東山一西山一中央火山口丘の順に形

成.された.測定値は西山形成初期の時期を表わす｡

(鑓謝妻北海道交蕨)
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石狩低地帯研究(エ965):石狩早野に抽

げる支笏降下軽肴堆積物が幻第代

一目本の第四紀層の1℃隼代災X至工圭
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放射性炭素1℃ぽよる年代瀬淀地

質ニュｰス皿133算.雲ト荻

勝井義雄(工959):支笏降下軽石堆積物

について特に支笏カルデラ形成直
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voL4no.1･P㌧33一喜8

勝井義雄･佐藤博之(ユ963):昌万分

璽泌熱輸泌泳蔭滅γし恕難雛綿漆潜�


